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  波形観測報告書   コア入りトランス 最適試験法 

 

 昇圧トランスなどをインパルス試験する際ほとんどの場合コアの飽和のため共振波形が歪み高調波成分を

含むようになる。 

インパルス試験では巻き方向が順方向になるよう下図のような接続になる。その結果自己共振周波数付近の

周波数で２個のコイルの両端電圧が２ｋＶ付近では、下図の波形のように飽和波形となり高い周波数成分を

含むようになる。この波形はコロナ波の持つ高い周波数領域を占めるため、低いレベルのコロナ成分を検出

するには不都合である。 

                              左の波形を発生する試験条件と測定値 

                              印加電圧＝２.０ｋＶ Ｗ＝０ 

                 ２次     １次    共振電圧＝２.５ｋＶ 0-p 

                             （コイルへの電流＝９.３×１０Ａ 0-p） 

                              波高率＝６６％ 波長＝４.１ｕＳ 

                              コロナ＝０.２４ｋＶ 

                           （コロナが発生していなくてもレベルは高い） 

 

 そこで、同じ接続のままで２～３ｋＶ印加してもコアを飽和させず正弦波に近い共振をさせる方法を考え

る。それにはこの試験コイルのインダクタンスの１／１０以下のインダクタンスでＱの高いコイルを別途製

作してこれを補助コイルとして使用する方法がある。このコイルはインダクタンスやＱが経時変化しないよ

うな構造に製作する。これを試験治具内に内蔵する。試験用の接続は下記のようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

この補助的手段によって試験波形は下図のように改善される。 

 

               上：電圧波  電流波の測定結果 

                      印加電圧＝０.７ｋＶ Ｗ＝０  

                      共振電圧＝３.１ｋＶ 0-p 

               下：電流波  試験コイルへの電流＝１.５×０.１Ａ 0-p 

                      波高率＝８％ 波長＝１.１ｕＳ  

                      コロナ＝０.０３×０.１Ａ 0-p 
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コアを飽和させないでコイルに高い共振電圧を印加する方法 

 ここで１図と２図の測定値を比較してはっきりするのは１図では共振電圧が２.５ｋＶに対して２図では

３.１ｋＶになっている点、このときのコイルに流れる電流は１図では９３Ａ／２.５ｋＶ ２図では 

０.１５Ａ／３.１ｋＶとなっている点、補助コイルによって共振周波数が１図は約２５０ｋＨｚに対し２図

では約１ＭＨｚとなっている点です。 

 

 以上の補助手段によって３.１ｋＶの試験電圧がかかりながら流れる電流は０.１５Ａと小さく、波形歪み

がないためコロナ成分も０.０３×０.１Ａと言う小さな値になっています。 

 

コロナ検出の実験 

                       この試験方法のままでで印加電圧を約５％増加させてみ              

                       ます。 電流波には大きなコロナ成分が乗っています。 

               上：電圧波   この波形はこのコイルにとって、ちょうどコロナ発生点                       

                       付近に達したことが分かります。発生頻度は１秒に 

               下：電流波   １回程度の間欠的発生になっています。 

                       このときのコロナ検出レベルは０.０２Ａを越える     

                       レベルとなり、確実にコロナが検出されています。 

                

                

                       注：この実験では、コイルは良品ですが共振電圧を 

                         コロナが発生する電圧まで上げ、コロナ発生点を検 

                         出したものです。                                                   

                         この結果、通常の試験電圧はこのコロナ発生点の約 

                         ２０％低い点を採用されるようお勧めしています。  

                         （厳密には２０～１００個のサンプルにより統計的 

                         に決定します。） 

治具の例 

  

                         前ページの補助手段として囲まれている回路部分は 

                         この写真の治具に収納され、リモコンの機能も付い 

                         ていますので量産ラインの中で手動で試験するのに 

                         最適です。 

                          

                         向かって左側、この写真では面実装部品を押し当て  

                         る治具になっていますが試験するコイルの形状によ 

                         り変更できます。 

                         この治具の例では日量６０００～８０００個処理し 

                         ています。 
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  追補 

 この試験法は次の試験対象にも同じ補助手段で応用できます。ご活用下さい。 

 

１、 珪素鋼板型トランス（電源トランスなど）でＱが低くて減衰振動が得られないような場合。 

下図のように波形を改善して試験機能を改善しています。 

 

   → → → → → 

   この治具で改善される 

 

 

 

 

 

   コイルテスタ 本体６０６０と治具６０６０－０８の組み合わせ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


